
６．持続可能な農業・農村発展への課題

最後に、面積では世界の１/４にすぎない

が、人口および食料生産では世界の２/３を

占めるアジア農業について、今後の課題と

方向性を示したい。日本は、風土的にはア

ジア・モンスーン気候のもとで水田農業を

基礎としている。いうまでもなく３０００年

あまりにわたる日本の稲作の歴史は、いか

に超長期にわたって水田農業が持続的であ

ったかを見事に実証してきた。大切なこと

は、この長期にわたる持続性が人と自然と

の賢明な関わりのもとで維持されてきたと

いう事実である。広大な森林を残し、それ

が灌漑水や堆肥利用を通じて、その下流に

位置する水田に養分を補給し続けるという、

見事な循環型・持続的システムが形成され

てきたからである（図３参照）。

しかしながら、日本の現代農業に環境問

題が存在しないわけではない。世界トップ

クラスの集約的な化学資材の投入による水

質汚染や残留農薬の問題、輸入濃厚飼料依

存型の畜産に起因するふん尿処理問題など

によって、下流部の閉鎖水域をはじめとし

て、地域的に見れば環境問題はかなり深刻

になっている。また、このことは食品安全

の観点からは消費者の強い懸念を生んでい

る。ただし、他のアジア諸国で広く見られ

る深刻な水不足、塩害、土壌流亡、砂漠化

などの荒々しい農業環境問題は、わが国で

は全くといってよいほど存在しない。

日本と同様に、モンスーン・アジアの水

田（灌漑）農業においては、稲作生産と

人々の社会的基盤とは不可分な結合性を持

っている。それは「生存のための水」であ
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Key Note

農業用水が果たす多面的役割

(9)水源かん養

(4)生態系の保全

(5)消流雪用水

(8)防火用水

(7)親水空間の形成

(6)景観の形成

(3)畜産用水 (1)水田かん

がい用水

(2)畑地かん

がい用水

図３　農業用水が果たす多面的役割の概念図（藤本、２００２より）

〈多面的機能又は公益的機能〉

〈作物生産機能〉
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